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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成17年６月28日に提出した第52期（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(1）業績 

① 事業の種類別セグメントの業績 

② 所在地別セグメントの業績 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

 （１）連結財務諸表 

(セグメント情報） 

事業の種類別セグメント情報 

所在地別セグメント情報 



３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿線で示しております。 

第一部 【企業情報】 

第２ 【事業の状況】 

１ 【業績等の概要】 

(1）業績 

① 事業の種類別セグメントの業績 

 （訂正前） 

 工業用ゴム製品  

国内においては自動車産業の好調を受け、海外においては東南アジア経済の好調により、防振機能製品、ワイパーブレ

ードを主体に売上が伸び、工業用ゴム製品の売上高は前年同期比6.4％増の368億23百万円となりました。しかしながら損

益面におきましては、防振機能製品受注増に対応した立ち上げ先行費用の増加や販管費の増加により、営業利益は前年同

期比26.3％減の16億45百万円となりました。 

 その他  

建設機械関連の金属加工製品の受注増により、売上高は前年同期比4.5％増の65億95百万円となりました。しかしなが

ら損益面におきましては、医療部門の組織改変に伴う費用の増加により営業利益は前年同期比3.7％減の２億18百万円と

なりました。 

 （訂正後） 

 工業用ゴム製品  

国内においては自動車産業の好調を受け、海外においては東南アジア経済の好調により、防振機能製品、ワイパーブレ

ードを主体に売上が伸び、工業用ゴム製品の売上高は前年同期比6.4％増の368億23百万円となりました。しかしながら損

益面におきましては、防振機能製品受注増に対応した立ち上げ先行費用の増加や販管費の増加により、営業利益は前年同

期比26.2％減の18億４百万円となりました。 

 その他  

建設機械関連の金属加工製品の受注増により、売上高は前年同期比4.5％増の65億95百万円となりました。しかしなが

ら損益面におきましては、医療部門の組織改変に伴う費用の増加はあったものの売上増の効果により営業利益は前年同期

比24.9％増の３億84百万円となりました。 



１ 【業績等の概要】 

(1）業績 

② 所在地別セグメントの業績 

 （訂正前） 

 日本   

自動車産業、建設機械関連の好調により、売上高は前年同期比4.6％増の359億52百万円となりました。しかしながら損

益面におきましては、防振機能製品受注増に対応した立ち上げ先行費用の増加や販管費の増加により、営業利益は前年同

期比19.7％減の15億43百万円となりました。 

 アジア等  

東南アジアの自動車市場の好調により、売上高は前年同期比13.8％増の74億66百万円となりました。しかしながら損益

面におきましては、米国子会社２社の統合、インドネシアにおける防振機能製品受注増に対応した立ち上げ先行費用の増

加等により、営業利益は前年同期比40.3％減の３億20百万円となりました。 

 （訂正後） 

 日本   

自動車産業、建設機械関連の好調により、売上高は前年同期比4.6％増の359億52百万円となりました。しかしながら損

益面におきましては、防振機能製品受注増に対応した立ち上げ先行費用の増加や販管費の増加により、営業利益は前年同

期比18.7％減の16億37百万円となりました。 

 アジア等  

東南アジアの自動車市場の好調により、売上高は前年同期比13.8％増の74億66百万円となりました。しかしながら損益

面におきましては、米国子会社２社の統合、インドネシアにおける防振機能製品受注増に対応した立ち上げ先行費用の増

加等により、営業利益は前年同期比39.6％減の３億27百万円となりました。 

  



第５ 【経理の状況】 

１ 【連結財務諸表等】 

 （１）【連結財務諸表】 

(セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

 （訂正前） 

前連結会計年度（自平成15年４月１日  至平成16年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は製品の種類及び市場の類似性を考慮しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  
工業用ゴム製
品（千円） 

その他
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業利益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 34,624,152 6,309,097 40,933,249 － 40,933,249 

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
2,399,274 60,264 2,459,539 (2,459,539) － 

計 37,023,426 6,369,361 43,392,788 (2,459,539) 40,933,249 

営業費用 34,791,063 6,142,163 40,933,227 (2,754,188) 38,179,039 

営業利益 2,232,363 227,198 2,459,561 294,648 2,754,210 

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的

支出 
     

資産 38,170,800 4,158,816 42,329,616 (5,955,926) 36,373,690 

減価償却費 1,787,207 212,092 1,999,299 － 1,999,299 

資本的支出 3,622,354 247,155 3,869,510 － 3,869,510 

事業区分 主要製品

工業用ゴム製品 シール機能製品、防振機能製品、ワイパーブレード等 

その他 モータ製品、医療用ソフトバック、金属加工板金製品等 



当連結会計年度（自平成16年４月１日  至平成17年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は製品の種類及び市場の類似性を考慮しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  
工業用ゴム製
品（千円） 

その他
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業利益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 36,823,412 6,595,669 43,419,081 － 43,419,081 

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
2,975,705 108,990 3,084,695 (3,084,695) － 

計 39,799,117 6,704,659 46,503,777 (3,084,695) 43,419,081 

営業費用 38,153,204 6,485,872 44,639,077 (3,409,419) 41,229,657 

営業利益 1,645,912 218,787 1,864,700 324,723 2,189,423 

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的

支出 
     

資産 40,144,085 4,484,281 44,628,366 (5,532,012) 39,096,354 

減価償却費 2,012,936 218,483 2,231,420 － 2,231,420 

資本的支出 3,711,135 282,893 3,994,029 － 3,994,029 

事業区分 主要製品

工業用ゴム製品 シール機能製品、防振機能製品、ワイパーブレード等 

その他 モータ製品、医療用ソフトバック、金属加工板金製品等 



 （訂正後） 

前連結会計年度（自平成15年４月１日  至平成16年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は製品の種類及び市場の類似性を考慮しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  
工業用ゴム製
品（千円） 

その他
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業利益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 34,624,152 6,309,097 40,933,249 － 40,933,249 

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
1,021 56,383 57,404 (57,404) － 

計 34,625,173 6,365,480 40,990,653 (57,404) 40,933,249 

営業費用 32,179,250 6,057,193 38,236,443 (57,404) 38,179,039 

営業利益 2,445,923 308,287 2,754,210 － 2,754,210 

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的

支出 
     

資産 32,625,605 3,824,966 36,450,571 (76,881) 36,373,690 

減価償却費 1,787,207 212,092 1,999,299 － 1,999,299 

資本的支出 3,622,354 247,155 3,869,510 － 3,869,510 

事業区分 主要製品

工業用ゴム製品 シール機能製品、防振機能製品、ワイパーブレード等 

その他 モータ製品、医療用ソフトバック、金属加工板金製品等 



当連結会計年度（自平成16年４月１日  至平成17年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は製品の種類及び市場の類似性を考慮しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  
工業用ゴム製
品（千円） 

その他
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業利益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 36,823,412 6,595,669 43,419,081 － 43,419,081 

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
976 77,778 78,754 (78,754) － 

計 36,824,389 6,673,447 43,497,836 (78,754) 43,419,081 

営業費用 35,019,915 6,288,497 41,308,412 (78,754) 41,229,657 

営業利益 1,804,473 384,950 2,189,423 － 2,189,423 

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的

支出 
     

資産 34,855,100 4,287,836 39,142,936 (46,581) 39,096,354 

減価償却費 2,012,936 218,483 2,231,420 － 2,231,420 

資本的支出 3,711,135 282,893 3,994,029 － 3,994,029 

事業区分 主要製品

工業用ゴム製品 シール機能製品、防振機能製品、ワイパーブレード等 

その他 モータ製品、医療用ソフトバック、金属加工板金製品等 



１ 【連結財務諸表等】 

 （１）【連結財務諸表】 

(セグメント情報） 

【所在地別セグメント情報】 

 （訂正前） 

前連結会計年度（自平成15年４月１日  至平成16年３月31日） 

次へ  

  日本（千円）
アジア等
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 34,374,244 6,559,005 40,933,249 － 40,933,249 

(2)セグメント間の内部売上高 1,444,798 1,014,741 2,459,539 (2,459,539) － 

計 35,819,042 7,573,746 43,392,788 (2,459,539) 40,933,249 

営業費用 33,897,115 7,036,111 40,933,227 (2,754,188) 38,179,039 

営業利益 1,921,926 537,634 2,459,561 294,648 2,754,210 

Ⅱ 資産 34,310,937 8,018,678 42,329,616 (5,955,926) 36,373,690 



（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア等……韓国、米国、タイ、インドネシア、中国 

当連結会計年度（自平成16年４月１日  至平成17年３月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア等……韓国、米国、タイ、インドネシア、中国 

  日本（千円）
アジア等
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 35,952,459 7,466,621 43,419,081 － 43,419,081 

(2)セグメント間の内部売上高 1,655,825 1,428,870 3,084,695 (3,084,695) － 

計 37,608,285 8,895,492 46,503,777 (3,084,695) 43,419,081 

営業費用 36,064,515 8,574,561 44,639,077 (3,409,419) 41,229,657 

営業利益 1,543,769 320,930 1,864,700 324,723 2,189,423 

Ⅱ 資産 35,262,509 9,365,857 44,628,366 (5,532,012) 39,096,354 



 （訂正後） 

前連結会計年度（自平成15年４月１日  至平成16年３月31日） 

次へ  

  日本（千円）
アジア等
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 34,374,244 6,559,005 40,933,249 － 40,933,249 

(2)セグメント間の内部売上高 596,211 516,496 1,112,707 (1,112,707) － 

計 34,970,455 7,075,501 42,045,957 (1,112,707) 40,933,249 

営業費用 32,956,827 6,533,554 39,490,382 (1,311,343) 38,179,039 

営業利益 2,013,627 541,947 2,555,574 198,635 2,754,210 

Ⅱ 資産 30,084,275 7,907,130 37,991,405 (1,617,714) 36,373,690 



（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア等……韓国、米国、タイ、インドネシア、中国 

当連結会計年度（自平成16年４月１日  至平成17年３月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア等……韓国、米国、タイ、インドネシア、中国 

  日本（千円）
アジア等
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益      

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 35,952,459 7,466,621 43,419,081 － 43,419,081 

(2)セグメント間の内部売上高 776,340 1,048,335 1,824,676 (1,824,676) － 

計 36,728,800 8,514,957 45,243,757 (1,824,676) 43,419,081 

営業費用 35,091,524 8,187,837 43,279,361 (2,049,703) 41,229,657 

営業利益 1,637,276 327,119 1,964,396 225,027 2,189,423 

Ⅱ 資産 30,973,869 9,097,646 40,071,515 (975,161) 39,096,354 
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